







































1989 年 11 月のベルリンの壁崩壊を象徴として冷戦が終結し、東西ドイ
ツの再統一が現実味を帯びてくるなか、第二次世界大戦後のフィンラン
ドの外交方針、特に対ソ連関係を規定してきた 1947 年のパリ講和条約と

































































判も上がった。たしかにフィンランドは、9 月 20 日に出そうとしていた
































それを受けた 11 月 15 日、フィンランドのペルッティ・パーシオ外相は
ソ連のシュワルナゼ外相とモスクワで会談し、フィンランドはソ連の覚書
に返答すると言い、両者はこれで問題の幕引きだということに合意した。
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